
 

鉢(第53図6～11) 

頚部が「く」字を呈する器形と思われる。小片のため文様単位は不明である。 

壺(第53図12・13) 

小形の壺である。 

《底部資料》(第53図14・15) 

鉢の底部破片である。15には網代痕がみえる。 

 

ＧＮ列（ＧＮ51～56区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第54図～第68図) 

ａ、第54図1・2：胴部中位に稜がついてそれ以上が外反気味に立ち上がる器形と思われる。

方形区画文様が描かれている。縦位に連鎖状隆線が下り、ジグザグ文や対称弧状文が充塡され

ている。 

ｂ、第 54 図 3～8：胴部中位がくびれ、それ以上が外反する器形である。胴下部が張る。3

～6は口縁端部が肥厚して内面に段がつく。口縁部は無文、胴部に3・5・6は「Ｖ」字状文(？)、

4は渦文、7・8は三角・懸垂文が施文される。 

ｃ、第55 図 1・2：口縁部が内傾し、端部で強く外傾する器形である。胴部は全体にやや丸

味をもつ。橋状把手と突起がみられる。1は楕円形の橋状把手と螺旋状の突起が一体となって4

個所につく。頚部は無文、胴部に「Ｕ」字状の文様が施される。2 は口縁部に縄文、胴部に文

様がみられる。 

ｄ、第55 図 3・4：頚部が「く」字状にくびれ、口縁端内側が張り出す器形である。山形突

起が付く。口縁部は無文で胴部に「Ｘ」字状文(？)が施文されている。 

ｅ、第55図5・6、第56図1～5・7：頚部が「く」字状にくびれて口縁端部に段がつく器形

である。第55図5は大・小が組み合った突起と思われ、口縁部・胴部とも縄文を地文として文

様が描かれている。突起は3個所、文様も3単位である。第41図6には大小一対の突起が付く。

第56図1も同様の突起と思われ、胴部に横位展開の文様がみられる。第56図2・7は突起部の、

3～5は口縁部の破片である。5は第55図5と同様に口縁部に地文か施されている。 

ｆ、第56 図 6：頚部が緩やかにくびれ、胴部はわずかに脹む器形である。丸い突起が付く。

口縁部は無文、胴部は地文（縄文）である。 

ｇ、第56図8～11、第43図1～3：口縁部が内傾する器形である。8・10・11は口縁端部に 
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段がつき、他は肥厚する。口縁部は無文で胴部に文様が施される。 

ｈ、第56 図 12：口縁部が「く」字を成す器形である。山形突起が付く。口縁部は無文、胴

部は地文（縄文）である。 

ｉ、第 57 図 5～1：口縁・胴部が直線的に外傾する器形である。5 は口縁端部が肥厚して内

面に段、外面に沈線が付く。口縁部から胴部にかけて多条沈線文様が描かれる。6～10 は口縁

端部が削がれたように三角を成す。9 には窓の開いた丸い突起がつく。胴部に縦位文様（蕨手

文・ジグザグ文・「Ｕ」字文など）が施文される。7には地文が施されない。 

ｊ、第57図4・11～第68図：口縁・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形である。

山形小突起をもつものが多い。このうち第57図4・11は胴部上半、あるいは口縁部から胴部上

半にかけて方形区画文様が施文されている。 

第57図12は口縁部破片で文様全体は不明であるが、刺突隆線と連続刺突文が施されている。 

第 58 図 1 は他と異なって波状口縁を呈するものである。胴下半は不明であるが、上半部に

連続山形文がみられる。 

第57図13、第58図2～第67図1・3～6は胴部に文様をもち、また突起下の口縁一部に文

様をもつものもある。このうち第57図13、第58図2・3・5は上下に連結される文様と思われ

る。3は連結部にボタン状隆線が施される。第58図4・6～第65図は胴部に縦位の細長い単位

がみられ、その上部が肥大して｢Ｕ｣字状を成すものや蕨手文、蕨手文に類似した文様、また単

に下垂するジグザグ文、平行線文などがみられる。文様単位数が判明するものでは4単位と 8

単位とがあるが、前者は突起と同位置に施されている。後者はさらにその中間の位置に施文さ

れるが、この場合には異なった単位が交互に繰り返される場合が多い。第66 図 1～5・11、第

53図1・2～7は文様単位が不明である。第66図6～8・12は幅の広い単位の文様と思われる。

第66図9・10は多条沈線文様がみられる。第67図2・8は胴部文様の有無が不明である。ジグ

ザグ文を除き磨消縄文技法が用いられているが、磨り消しが不徹底なものも多く、第 60 図 2

などでは区画内に縄文を残している。 

第67図9・第68図1は口縁部突起下にのみ弧状隆線がみられる。 

第67図10・第68図2～12は口縁部・胴部が地文あるいは無文で、第67図10・第68図2

～4は隆・沈線、刺突文で頚部が画される。第68図12の口縁部上端には刻目がみられる。 

鉢(第69図) 

ａ、4：口縁部が内弯する器形である。口縁部に筒状の把手と半球状の突起がつく。胴部に

横位弧状文が描かれる。 

ｂ、1・3・6：口縁部が内反気味で頚部に稜がつく器形である。1は橋状把手・高い突起が4

個つく。胴部に渦付山形文がみられる。3は橋状把手・突起が、5は山形小突起が付く。 
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胴部は地文だけである。 

ｃ、2・5・7：頚部が「く」字状を成し、口縁部が外傾する器形である。4・6 は口縁端部内

面に段がつき筒状の突起と橋状把手がつく。2 は大小一対の山形突起がつく。文様は胴部にみ

られる。 

台付鉢(第70図1) 

口縁部は内反気味で胴部は丸味をもつ。橋状把手が4個みられるが突起の有無は不明である。

台部はほぼ直立し、端部を欠く。胴部に方形区画文が施文されている。 

壼(第70図2～4) 

3は口縁部破片である。2は口縁部を欠く。小形で胴部上半に文様がみられる。4は大形であ

る。口縁部は外反気味で、頚部に小さな橋状把手が4個つく。胴部は中位に稜がついて算盤珠

形を呈し、上半に渦付三角文が施文される。 

注口土器(第71図1～3) 

1・2 は口縁部小破片であるが、壺形の注口土器と思われる。3 は鉢形で、口縁部が内反し、

頚部は稜を成す。口縁部に短い注口がつき、その上位に低い突起がみられる。口縁部は無文、

胴部地文（縄文）である。 

《胴部資料》 

深鉢(第71図4～第76図7) 

ａ、第71図4：胴部中位に稜がついてそれ以上が外反気味に立ち上がる器形と思われる。胴

部上半に蕨手文が施文されている。 

ｂ、第71図5：胴部中位がくびれ、それ以上が外反する器形と思われる。渦文が施されてい

る。 

ｃ、第71図6～14：胴上部が脹む器形と思われる。連続刺突文がみられる。 

ｄ、第71図15～第72図4・6・7：頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。第72図6・

7は明確でないが他は横位に展開する文様と思われる。 

ｅ、第73図～第76図7：口縁・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形と思われる。

第73図1は胴部上半に文様が描かれており、3も類似している。第73図2・4～6は文様単位

を推定できない。第73図8・9・15は縦位に連結される文様と思われ、連結部に盲孔が付され

ている。第73図7・10～14、第74図～第76図1は縦位に細長い単位の文様である。平行線の

上部が肥大して円、楕円、「Ｕ」字状を描くものや蕨手文、あるいは蕨手文に類似した文様が

みられ、またジグザグ文、連続「Ｓ」字文などがある。第76図2・3は幅広い文様単位と思わ

れる。第76図4～6は多条沈線文様が施文されている。 
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鉢(第76図7～13) 

いずれも頚部が「く」字状を成す器形と思われ、渦文、三角文などが施文されている。 

壼(第77図1～4) 

小形の壼である。1 は頚部に把手がつき、他は小片のため不明である。胴部上半に文様がみ

られる。 

《底部資料》(第77図5～16) 

5・6は深鉢、7は鉢と思われるが、他は不明である。8・9・13の底面には木葉痕が、11・12・

14～16には網代痕が認められる。 

 

第２層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第78図～第81図9) 

ａ、第78図1：胴上部が脹む器形と思われる。口縁部は外反し、頂部が凹んだ山形突起がつ

く。胴上部に連続刺突文が施されている。 

ｂ、第78 図 2～5：頚部が「く」字状にくびれる器形である。口縁部は外反し、端部は外面

あるいは内外面に段がつく。3・4は口縁部破片である。2・5は胴部に文様がみられ、2は渦文、

5は斜行する流れ状文が施文され、両者とも磨消縄文技法は用いていない。 

ｃ、第79図1～7：口縁・胴部が直線的に外傾する器形である。このうち1～6は口縁端部が

肥厚して内面に段、外面に沈線がみられ、口縁部から胴部にかけて文様が施文されている。7

は口縁端部が削がれたように三角を成し、胴部に文様がみられる。 

ｄ、第79 図 8～第 81 図 9：口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形である。

口縁部突起下に下垂沈線、盲孔のみられるものもある。このうち第79図8～第80図は縦位の

細長い文様単位がみられる。第81図1～3は幅の広い単位の文様である。第79図4・5は単位

形が推定できない。第79図6・7には多条沈線文様が施文されている。第81図8は口縁部に盲

孔、胴部に縄文が、9は全体に撚糸文がみられる。 

鉢(第81図10・11) 

10は口縁・胴部が外傾する器形で、大小一対の突起とその対面に山形小突起がつく。胴部に

蕨手文がみられる。 

11は頚部が「く」字状を成す器形で、口縁端部に段がつき、口縁端、胴部に文様が施文され

る。 

注口土器(第82図1) 

壺形の注口土器である。注口は斜め上を向き、注口の上とその対面に橋状把手・突起がつく。 
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ている。口縁部は無文、胴部に渦状と思われる文様が施文されている。第86図1にはねじれた

突起と橋状把手がつき、おのおのから隆線文が下る。 

第87図1・2は低い山形突起がつく。口縁部は無文、胴部地文（縄文）で、1は頚部に隆線

が、2は刺突が巡る。 

ｅ、第85 図 6～8、第 86 図 2～5：頚部が「く」字状にくびれて口縁部が外反する器形であ

る。第85図8は口縁端内側が鍔状に張り出し、頂部の肥厚した高い山形突起がつく。胴部に刺

突文が充塡された「Ｙ」字状の文様が施文されている。第85図6・7、第86図2～5は口縁端

部に段を形成し低い突起がつく。突起部には窓が開き、それを中心に沈線、盲孔などによって

装飾が施される。口縁部には下垂する隆線文がみられる。第86図4の胴部に蕨手文が施文され、

他の土器は小破片のため胴部文様は明らかでない。 

ｆ、第86図6：口縁部が内反する器形である。窓の開いた突起が2個、それより小さく窓の

ない突起が2個、計4個の突起がつく。前者の突起下口縁部には橋状把手がみられる。胴部は

脹みをもつ。口縁部が無文、頚部に隆線がみられ、胴部は地文（縄文）である。 

ｇ、第87図3：口縁部が内傾する器形である。口縁端部は丸くおさまる。胴部は直線的に外

傾する。口縁部に長方形沈線文がみられる。同図7も同様の器形と思われるが、明確でない。

口縁部に楕円文が施されている。 

ｈ、第87図4～6・8、第88図1・2：口縁部が「く」字形を成し、頚部に稜がつく器形であ

る。胴部は直線的に外傾する。第87図4は頂部の凹んだ突起がつき、その下部に沈線の入った

円形隆線文がみられる。胴部文様は判然としないが、ボタン状隆線から隆線が下垂する。第87

図5・6・8は低い山形突起がついて、突起頂部から頚部を結ぶように、沈線の入った弧状隆線

が下る。胴部には5に隆線による文様が、6にジグザグ文が、8に蕨手文がみられる。第88図

1は渦状を成す突起と一体となった橋状把手がつく。胴部文様は蕨手文と「Ｔ」字文が交互に4

単位繰り返される。 

ｉ、第88図3～6、第89図：口縁部から胴部まで直線的に外傾する器形である。このうち第

88図3・4、第89図2～4、7～9は口縁端部が肥厚して内面に段がつき、外面に沈線が巡る。第

88図3・4、第89図3・8・9には低い突起がつく。文様は口縁部から胴部にかけて描かれ、楕

円文・三角文などがみられる。他の個体は口縁端部が削がれたように三角を成し、窓の開いた

山形小突起がつく。口縁部は無文で、胴部に蕨手文、蕨手文に類似した文様、楕円文などがみ

られる。 

ｊ、第90図～第103図2：口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形である。山形

小突起の付くものが多い。このうち第90図～第99図8は胴部に文様をもち、さらに、口縁部に

も突起下に限って文様をもつものが多い。第90図1・3は胴部に横位運絡の文様が描かれてい 
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胴部に渦付三角文がみられる。 

《胴部資料》 

深鉢(第82図2～第83図、第84図3～10) 

ａ、第82図2：胴部中位がくびれ、それ以上が外反する器形と思われる。多条沈線文様が描

かれている。 

ｂ、第82 図 3～第 83 図 8：頚部が「く」字にくびれる器形と思われる。横位に展開する文

様が描かれている。 

ｃ、第83図9～13：口縁・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形と思われる。蕨手文

などが描かれている。 

第84図3～10は器形が推定できない。 

鉢(第84図2、11～16) 

いずれも頚部が「く」字を成す器形と思われる。入組渦文などの文様がみられる。 

壺(第84図1) 

小形の壺である。胴部中位に把手の欠損した痕がみられる。胴部上半に文様が施文されてい

る。 

《底部資料》(第84図17・18) 

深鉢の底部と思われる。17には底面に網代痕が認められる。 

 

ＧＭ列（ＧＭ51～57区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第85図～第103図2) 

ａ、第85図1・4：胴部中位に稜がついて、稜以上が外反気味に立ち上がる器形と思われる。

口縁部に低い突起がつき、突起を中心として胴部（上半）に方形区画文が施文される。 

ｂ、第85図2：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形であると思われるが、くびれか

ら口縁部までがやや短く不明確である。口縁端部内面に段がつく。胴部に区画文様がみられる。 

ｃ、第 85 図 3：胴上部が大きく張り出す器形である。口縁部は短く外傾する。胴部(上半)

に連続刺突文がみられる。 

ｄ、第85図5、第86図1、第87図1・2：頚部が緩やかにくびれる器形である。胴部はわず

かに脹む。第85図5は口縁部から弦状の把手がのびる。また把手左側には盲孔のついた小突起

がみられる。把手には窓が開き、その周囲に沈線の入った隆線による楕円文が連続して施され 
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る。文様単位全体は不明であるが、「Ｊ」字状の文様からボタン状隆線を介して斜行線がのび

る。突起下の口縁部には沈線が入った「Ｃ」字状の隆線文がみられる。第90図2・6は縦位に

連結する文様と思われる。上部は三条の沈線による弧状・楕円文であり、6 には単位間にジグ

ザグ文が加わっている。口縁部突起下に沈線の入った隆線による下垂・弧状文がみられる。第

90図4・5、第91図～第96図2、第83図7は胴部に縦位の平行線が上部で肥大した種々の文

様がみられる。肥厚部は「Ｕ」字状、蕨手文、蕨手文類似の文様となり、第91図3、第92図2

のように同一の文様が4単位みられるもの、第95図3、第96図1のような8単位、あるいは

第93図1や第94図1のように異なった単位が交互に繰り返されるもの(合計8単位)などがあ

る。また、ほとんどが磨消縄文技法によって描かれており、第97図7では磨消部に刺突が加え

られている。第96図4、第98図5は単に下垂するだけの文様である。第96図3、第97図1～

3・5・6・8・9、第98図1は胴部に幅広い単位の文様が描かれている。文様は楕円文、「ハ」

字状文、山形文、弧状文など様々である。第97図4、第98図2～4・6～9、第99図1～8は胴

部文様が明らかでない。口縁部突起下に弧状下垂、山形、楕円形の沈線が入った隆線文がみら

れるものもある。 

第99図9・11・13・15～17、第100図1は口縁部に文様がみられる。このうち17は連続刺

突文が施文されているが、小破片のために文様の範囲がわからない。他は口縁部の一部にのみ

施文され、「Ｓ」字状文、渦文、弧状文、下垂文などが隆線によって描かれる。 

第99図10・12・14、第100図2、第101図～第103図2は口縁部・胴部が地文あるいは無

文のものである。このうち第99図10・12は頚部に連鎖状隆線が、第99図14、第100図2、第

101図1～3は隆線が、第101図4・5・7は沈線が、第101図6は列点刺突がみられる。第102

図1の口縁上端には刺突が施されている。 

鉢(第103図3～第104図4) 

いずれも頚部が「く」字状にくびれて口縁部が外反・外傾する器形である。口縁端は肥厚し

て段を成すものが多い。突起は窓、盲孔のついた小形のものや、大小2個一対のものなどがみ

られる。胴部は肩が張り、それ以下は強く外傾する。口縁部は大部分が無文で、わずかに口縁

端部にのみ沈線や刺突文の施されるものがある。胴部文様はジグザグ文、入組渦文、渦入三角

文などで、文様単位数は第103図4が推定4単位、同区6、第104図4が3単位である。 

壼(第104図5) 

小形の壺と思われる。口縁部は短く直立し、胴上部は大きく張り出す。胴部に文様がみられ

る。 

注口土器(第104図6・7) 

壺形の注口土器である。口縁部突起・橋状把手と接合してその下部に斜上方を向く注口が付 
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く。7 は胴部から口縁部までわずかな脹みをもって細長く立ち上がる。いずれも胴部に文様が

みられる。 

《胴部資料》 

深鉢(第105図～第109図9) 

ａ、第 105 図 1：胴部中位に稜がついてそれ以上が外反気味に立ち上がる器形と思われる。

方形区画文が施文されている。 

ｂ、第105 図 2・4：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形と思われる。「Ｙ」字状、

矩形の文様が描かれている。 

ｃ、第105図3・5～11、第106図、第107図：頚部が「く」字状にくびれて口縁部が外反・

外傾する器形であると思われる。入組渦文、渦付三角文、楕円入三角文などが施文されている。

磨消縄文技法によって描かれるものが大半であり、その中には縄文を磨り消すもの（縄文→沈

線→磨り消し）と、縄文を充塡するもの（沈線→縄文）の両者が認められる。 

ｄ、第108図、第109図1：口縁・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形であると思

われる。蕨手文、楕円文などが施文されている。 

第109図2～9は全体の器形を推定しにくい。 

鉢(第109図10～15・17) 

いずれも頚部が「く」字状を成す器形と思われる。渦付三角文などが施文されている。 

壼(第109図16、第110図1・2) 

小形の壼である。第109図16は胴部中位に把手がつく。第110図1・2も同様であろう。胴

部上半に文様が施文され、胴部下半は無文である。 

注口土器(第110図3・4) 

4 は壺形の注口土器である。ボタン状隆線を介して連結する文様が描かれている。3 は図の

左上端がすぼまり注口基部的である。 

《底部資料》(第110図5～12) 

どの器形の底部であるか推定できない。5～7・9 は底面に網代痕が、8 は木葉痕が認められ

る。 

 

第２層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第111図～第117図10) 

ａ、第 111 図 2・第 112 図 4・8・9：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形と思われ

る。2は口縁端部が内反して刻目が施される。口縁・胴部には縄文がみられる。4・8・9は 
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口縁部の小破片である。多条沈線文が描かれるものと思われる。 

ｂ、第111図1・3・4、第112図3：頚部が「く」字状にくびれる器形である。1は口縁部が

外反し、端部は肥厚して段がつく。頂部が丸く、窓の開いた突起が3個付く。胴部はわずかに

脹みをもつ。胴部文様は入組渦文である。他は口縁部小破片である。第112図3には橋状把手

がつく。 

ｃ、第112 図 1：口縁部が内反する器形である。胴部は直線的に外傾する。窓の開いた低い

山形突起がつき、その頂部から窓を迂回して頚部まで沈線の入った弧状隆線が下る。胴部には

ジグザグ文が下垂する。 

ｄ、第112 図 2：口縁部が内傾して頚部に稜のつく器形である。胴部は直線的に外傾する。

頂部が凹む筒状の突起とその下部に橋状把手がつく。突起から把手にかけて渦文が描かれてい

る。胴部の文様単位は不明である。 

ｅ、第112図5～7・10、第113図1：口縁部から胴部まで直線的に外傾する器形である。第

112図6は外反気味になる。窓の開いた突起の付くものが多い。これらのうち、第112図5・6、

第113図1は口縁端部が肥厚して内面に段がつき、外面に沈線が巡る。口縁部から胴部にかけ

て文様が施文され、第112図6には連続楕円文を中心にしてその中間に破線文、「ｙ」字状文

が、第113図1には多条沈線文がみられる。 

第112図7は口縁端部が削がれたように三角を呈する。大小一対の突起が1カ所に付く。大

きい方には窓が開き、小さい方に盲孔がみられる。口縁部は無文、胴部に平行沈線文、蕨手文

類似の文様が施文されている。 

ｆ、第113 図 2～第 117 図 10：口縁・胴部がわずかに脹みをもって立ち上がる器形である。

このうち第113図9は口縁部に指頭状圧痕が施されて小波状口縁を呈する。胴部に弧状沈線を

縦横に連結した文様が描かれている。 

他はすべて平口縁で、低い山形突起の付くものが多い。第113図2～6・8、第114図、第115

図には平行沈線の上部が肥大した蕨手文、蕨手類似の文様が、第116図2には単に下垂する文

様が、第113図7・10、第116図1には幅広い単位の三角文などがみられる。第116図4～8は

胴部の文様単位が不明、9～11には多条沈線文様が施文されている。 

第116図3は口縁部に縄文を地文として沈線の入った下垂隆線、斜行沈線が施文されている。

口縁部片のため文様単位、胴部文様の有無は不明である。また第117図1は口縁部突起下に沈

線の入った隆線が下垂する。 

第117図2～9は口縁部・胴部が地文あるいは無文である。2・4は隆線・沈線で頚部が画さ

れている。 
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鉢(第117図11～13) 

いずれも頚部が「く」字状にくびれる器形である。口縁部は外傾し、端部が肥厚して段がつ

く。11・12には窓の開いた頂部の丸い突起がつき、13は2個一対となる。胴部文様は12が三

角文、13が簡略な入組渦文、11は単位不明である。 

壼(第118図2) 

口縁部破片である。ほぼ直立し、端部で外反気味となる。多条の横位沈線とそれを区切るよ

うに盲孔が縦に並ぶ。 

注口土器(第117図11、第118図1・3) 

11・1は壺形で、口縁部が短く、胴上部は内弯する。注口部を欠く。胴部に渦文がみられる。

3 は浅鉢形で、内傾する口縁部に短い注口が付く。胴部は直線的に外傾する。口縁部は無文、

胴部縄文である。 

《胴部資料》 

深鉢(第118図4～第120図7・9・10) 

ａ、第118図4～6：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形と思われる。多条沈線文様

が描かれており、5は磨消縄文（充塡）技法が用いられている。 

ｂ、第118図7～16：頚部が「く」字状にくびれる器形と思われる。7・8は文様単位が不明、

9・10・12・13は多条沈線文様が、15・16は縦長単位の蕨手文およびそれに類した文様が施文

されている。 

ｃ、第119 図：口縁・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形と思われる。1は上下連

結の文様が、2・3・6～8は蕨手文およびそれに類した文様が、4は単なる下垂文様（連続Ｓ字

文）が描かれ、5・9～11は単位不明である。 

第120図1～7・9・10はいずれの器形か不明である。多条沈線文様が認められる。 

鉢(第120図8・11～15) 

いずれも頚部が「く」字状を呈する器形と思われる。渦文などがみられる。 

壺(第120図16・17) 

小形の壺である。16は胴部中位に稜がつき、胴部上半に文様がみられる。17は把手がつく。 

《底部資料》(第120図18) 

底面に網代痕が認められる。 

 

 150



 

ＧＬ列（ＧＬ50～57区） 

第３層出土土器 

《口縁部資料》 

深鉢(第121図～第137図) 

ａ、第 121 図 1：胴部中位に稜がついて稜より上が外反気味に立ち上がる器形である。稜か

ら下は直線的に外傾する。低い突起がつく。胴部上半に方形区画文が施文されている。 

ｂ、第121図2～第123図：胴部中位がくびれてそれ以上が外反する器形である。くびれ以

下は張る。第121図2・3、第122図2、第123図の口縁端部は内傾気味で内面に段がつき、頂

部の丸い突起が2個あるいは4個つく。第122図1の口縁端部は角ばり、山形の突起が3個つ

く。前者は口縁部から胴部にかけて多条沈線あるいは2条沈線によって縦位区画とその間に渦

状、弧状などの文様を入れている。後者は胴部に交点が菱形を成す方形区画文が隆線によって

描かれている。 

ｃ、第124図、第125図1～7：頚部が「く」字状にくびれる器形である。口縁部は外反、外

傾し、端部が肥厚して段のつくものが多いが、第124図1のように端部が肥厚せず、段も外面

にわずかに認められる程度のものもある。第124図2、第125図1は窓の開いた大小一対の突

起がみられ、第125図3・6の突起は幅広く、第125図4は山形を呈する。口縁端部外面に横位

沈線の引かれるものが多く、また口縁部に隆線の下垂するものもある。胴部文様は第124図1・

3、第125図4・5に多条沈線文様が描かれ、他は単位が不明である。 

ｄ、第125 図 9：口縁部が「く」字状を成す器形である。胴部は直線的に外傾する。山形突

起がついてその頂部から頚部に沈線の入った弧状隆線が下る。胴部に蕨手状の文様がみられる。 

ｅ、第125 図 8・10～第 127 図 2：口縁・胴部が直線的に外傾する器形である。このうち第

125図8・10、第126図8、第127図1は口縁端部が肥厚して内面に段、外面に沈線が巡る。窓

の開いた突起のつくものもある。第125図13の口縁端沈線下部には刻目が施されている。いず

れも口縁部から胴部にかけて文様が施文されており、渦文、連続山形文、多条沈線文様などが

みられる。 

ｆ、第126図9～12、第127図2は口縁端部が削がれたように三角を成す。窓の開いた山形

突起のつくものが多い。口縁部は無文、胴部に蕨手文、下垂沈線文などがみられる。 

ｇ、第127 図 3：胴上部から口縁部にかけて内弯する器形である。胴中・下部は外傾する。

口縁部から胴部にかけて楕円・三角文が描かれている。 

ｈ、第128図～第137図：口縁部・胴部がわずかな脹みをもって立ち上がる器形である。低い

山形突起の付くものが多い。このうち第128図1・2・4は隆線によって文様が描かれる。方形 
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区画文と思われる。 

第128図3は胴部上半に文様が施文される。 

第128図5～第132図2は胴部に文様がみられ、また、口縁部突起下にも盲孔、下垂沈線、

隆線文などのみられるものがある。第128図5～第130図2・4・6・7・9、第131図7・8は平

行線の上部が肥大した「Ｕ」字文、蕨手文、蕨手類似の文様などが施され、第130図3・5・8・

10には単に下垂するジグザグ文、平行線文、破線文がみられる。第131図1・3には楕円文が

みられる。第130図11・12、第131図6は幅広い単位の｢ハ｣字文などが描かれる。第130図11、

第131図2・4・9・10、第132図1～12は文様単位が不明である。第132図13～18、第133図

1・2は多条沈線文様がみられ、第133図1には下垂する平行沈線の両側に交互弧状文が8単位

描かれ、同図2には長い弧状文が施文されている。 

第133図3～第134図1・6は口縁部に文様か施される。5は連続刺突文がみられるが、小破

片のため文様の施される範囲が不明である。第133図6は渦文と長楕円文で、4は「Ｕ」字状

文、他は突起下に限って隆線が下垂するだけの単純な文様が認められる。4 だけは口縁部まで

地文が及んでいる。 

第134図3～第137図は口縁部・胴部が地文あるいは無文のものである。このうち第134図

3～第136図4・6・7は頚部が隆・沈線で画され、また第134図4は頚部にボタン状隆線が、第

135図5は突起部に沈線がみられる。 

浅鉢(第138図) 

ａ、1～5：頚部が「く」字状を呈し、口縁部が外傾する器形である。突起のつくものが多い。

1～3・5は口縁端部が肥厚して段がつき、2・3には突起下に橋状把手がみられる。口縁部の一

部と胴部に文様が施され、1の胴部文様は入組渦文、2は渦文、3・5は不明である。4は粗雑に

作られており、口縁端部が丸くおさまって窓の開いた山形の突起がつく。口縁部は無文、胴部

に三角文が施文されている。 

ｂ、6：口縁部が内弯する器形である。高い突起と筒状の低い突起が 2 個ずつ交互に付いて

いる。文様は口縁部にみられ、隆線による楕円文である。地文はない。 

壼(第139図3・4) 

いずれも大形の壺の口縁部である。3には捩れたような橋状把手が4個つく。 

注口土器(第139図1・2・5～7) 

いずれも壺形の注口土器である。5 は口縁部が他よりは長く直立し、胴部は肩が張って、そ

れ以下は直線的である。他は口縁部が短く立ち、胴上部が丸味をもって張り出す。1 を除き突

起と橋状把手が一体となって2カ所につき、5～7では一方の把手下の肩部に注口基部が残存す

る。上向きの細長い注口と思われる。文様は胴部にみられ、重弧状沈線文、楕円・「Ｃ」字状 
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文、入組渦文などが施文されている。 

《胴部資料》 

深鉢(第140図～145図2・5～8) 

ａ、第 140 図 1：胴部中位に稜がついてそれ以上が外反気味に立ち上がる器形と思われる。

胴部上半に方形区画文が施文されている。 

ｂ、第140図2～8：胴部中位でくびれ、それ以上が外反する器形と思われる。6は渦状の曲

線文が、他は多条沈線文様が描かれ、後者の中で4・7は磨消縄文(充塡)技法が用いられている。 

ｃ、第140図9～11：胴上部が張る器形と思われる。連続刺突文が施されている。 

ｄ、第140図12～第142図2：頚部が｢く｣字状にくびれる器形と思われる。このうち第140

図12～16、第141図1・4・6・7は横位に展開する文様が、第141図2は縦位の蕨手文が、第

141 図 3・9～12、第 142 図 1・2 は多条沈線による弧状・楕円文などが描かれており、第 141

図5・8は文様が推定できない。 

ｅ、第142 図 3～第143 図、第131 図 2・5～7：口縁部・胴部がわずかに脹みをもって立ち

上がる器形と思われる。第142図3は胴部上半に文様がみられる。方形区画文と思われる。 

第142図4は縦横に連結する文様である。部分的に3条単位の沈線で描かれている。 

第 142 図 5～第 143 図 1・4～6・8 は平行線の上部が肥大して蕨手文などとなる文様が、第

143図2・3には単に下垂する連続「Ｓ」字状文が施され、第143図9は幅の広い単位の文様で

ある。第145図2は口縁の一部に隆線文があり、胴部は地文が施されている。また第145図5

～8は地文だけがみられるが、文様的な櫛歯状沈線である。 

第144図～第145図1は器形を特定できない。 

鉢(第145図3・4・9～11) 

3・4・9は頚部が「く」字状を成す器形であろう。渦文、渦付三角文などが施文されている。

10・11は口頚部の器形を推定できない。 

壼(第146図1～5) 

いずれも小形である。1・2 は把手がつき、3 も類似している。胴部上半に文様がみられる。

4・5は壺と思われるが、小片のため明確でない。 

《底部資料》(第146図6～18) 

7は鉢の、6・8・9・11は深鉢の底部と思われるが、他は不明である。8の胴部には綾絡文が、

10・12の底面に木葉痕が、13～18には網代痕が認められる。 
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